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論より実践 建築修復学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●対象：「地域文化財専門家」育成研修の修了者及び SHEC 構成員 

または、歴史的建築に関心のある建築士 

静岡県外のヘリテージマネージャーも応募可(但し ZOOM 受講) 

● 日時：2021 年 9 月4 日（土）10:30～16:30 
 

● 定員：35 名（先着順）、ZOOM 受講 80 名（先着順） 

● 受講料：4,000 円（会員）、8,000 円（非会員） 

ZOOM 受講 2,000 円 

＊欠席されても受講料は返却いたしません。 

● 申込締切：2021 年 8 月 25 日（水）午後 5 時 

＊ただし定員になり次第、締切とします。 

● 受講申込：Ｅ-mail により次の内容を送付してください 

（ＦＡＸ・郵送は不可）。 

① 氏名 ②勤務先名称･住所 ③会員(所属建築士会名)･非会員の別  

④連絡先(電話･E-mail アドレス) ⑤リアル受講･ZOOM 受講の別 ⑥テキスト購入の有無 

＊ZOOM 受講の場合、テキストは各自で購入してください。 
 

●送付先：honkai@shizu-shikai.com お問合せ：ＴＥＬ 054-254-9381 

＊申し込みいただいた方に、受講料等の振込先、ZOOM_URL をお知らせします。 

● テキスト：後藤治『論より実践 建築修復学』頒布価格 3,500 円（税込み） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歴史的建造物の修復をなぜ行うのか。それがなぜ必要なのか。 

 歴史的建造物が人類共通の文化遺産だから、失われたものは二度と取り戻せ

ないから等々、その答えは人により様々だろう。では筆者なりの回答はどうか。

それは「もったいないから」と、「歴史的建造物は地域の魅力と活力を生むか

ら」ということになる。」（テキストから引用） 

 歴史的建造物の保存修復を学ぶ本が出版されました。歴史的建造物の修復に

対する社会の理解と興味が着実に高まっているこの時期に、時宜を得た本とし

て大変うれしいことです。この本をテキストに、まる 1日じっくり学びたいと

思います。 

地 

2021. 9. 4 (土)  一日集中講座 

 

後藤 治 先生 

1984東京大学工学部建築学科卒業 

1988東京大学大学院中退 

   現在 工学院大学 教授・理事長 

       博士（工学） 

       一級建築士 
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ペガサート 6F 
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『論より実践 建築修復学』 

 

 
 

    はじめに                  

     

序章 歴史的建造物の修復を学ぶ前に     

     

１章 調査                 

       1.1 図面の作成            

       1.2 歴史調査 

       1.3 破損調査 

       1.4 調査に関する雑知識 

    ２章 計画・設計 

       2.1 保存活用計画 

       2.2 防災計画 

       2.3 特別な手法、工夫 

       2.4 プロジェクトマネジメント 

     
著者 後藤 治  発行 共立出版 2019年 4月 15日 初版第 1刷発行（定価 4,290円(税込み)） 

 

 

３章 施工 

   3.1 修復と伝統技術 

   3.2 各部工事 

4章 記録 

   4.1 処方箋としての記録 

   4.2 記録による保存 

   4.3 修理工事報告書 

５章 実務と理論，法制度 

   5.1 世界文化遺産のガイドライン 

   5.2 ヴェネチア憲章 

   5.3 各国での修復の基準と考え方 

   5.4 日本における歴史的建造物と法制度 

   5.5 生産体制の確保と法制度 

おわりに 


